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研究要旨 

本研究は、思春期・若年成人（AYA）世代のリウマチ性疾患患者における診療科間および医療機関間連携の

現状を明らかにし、その課題構造を整理した上で、実践的提案および実装支援の枠組みを提示することを

目的とした。令和 6年度においては全国規模の Webアンケート調査により課題の抽出を行い、令和 7年度

においては解析の深化を通じて課題の構造化、提案の体系化、さらに診療支援ハンドブックの作成による

実装支援を行った。本研究は、実態把握→課題構造化→提案→実装支援へと発展した一連の研究として統

合され、AYA世代リウマチ医療体制の改善に向けた実践的基盤を提示するものである。  
 
A.研究目的 

思春期・若年成人（AYA：Adolescent and Young 

Adult）世代のリウマチ診療は、小児期から成人期へ

の移行を含む特有の課題を有することから、小児

科・成人科間の円滑な連携が極めて重要となる。加

えて、診療科をまたぐだけでなく、地域や施設を越

えた医療機関間の連携も、継続的かつ包括的な診療

を実現するうえで重要な課題である。 

本研究では、AYA 世代のリウマチ診療における診

療科間および医療機関間連携の現状を実態調査に

より明らかにし、そこから抽出した課題の構造化と

連携体制の強化・解決に向けた具体的な方策を提案

して提示することを目的とした。 

 

B.研究方法 

本研究班では、日本リウマチ学会移行期医療検討

小委員会との合同研究とし、日本リウマチ学会およ

び日本小児リウマチ学会の評議員を対象に Webアン

ケート調査を実施した。アンケート原案は、本研究

班と日本リウマチ学会移行期医療検討小委員会が

協働して作成・ブラッシュアップし、アンケート文

面を整え Web上に提示した。アンケートの実施方法

は、日本リウマチ学会と日本小児リウマチ学会事務

局へ、それぞれの評議員(1031名、110名)に対しメ

ールを依頼した。令和 6年度は中間解析、令和 7年

度は最終解析を行い、得られた結果を基に班内議論

を通じて課題整理および提案構築を行った。 

（倫理面への配慮） 

本研究に参加している研究代表および分担者・協

力者は、所属している施設において人を対象とする

生命科学・医学系研究に関する倫理指針に準じた講

習と、個人情報の取り扱いにかかわる教育が義務づ

けられており、受講している。本研究では、調査対

象が医師であり、患者個人情報を収集したり、介入

したりする研究ではないため、人を対象とする生命

科学・医学系研究に関する倫理指針の対象ではない。 

 

C.研究結果 

1）令和 6年度において、移行期医療は一定程度実

施されているものの、制度化された連携体制は未

成熟であることが明らかとなった。 

2）令和 7年度の解析により、課題は多層的構造

（連携不足、地域格差、支援資材認知不足など）

を有することが明確化された（資料 1）。 

3）これらに対し、教育機会の充実、連携体制整

備、地域支援強化、プレコンセプションケア推進

等の提案を整理した（資料 2）。 

4）診療支援ハンドブックの作成により、実装可能

な具体的支援ツールを提示した（資料 3）。 

 

D.考察  

本研究の特徴は、実態調査にとどまらず、課題

構造化および実装可能な提案まで到達した点にあ

る。従来の属人的な移行期医療から、標準化され

た連携体制への転換が求められており、本研究成

果はその基盤となり得る。また、教育・連携・制

度・自立支援を包括する多面的アプローチの重要

性が示された。 

 

E.結論 

今回の「AYA 世代のリウマチ診療における診療科

間および医療機関間連携の実態調査とその課題の

抽出」アンケートの解析にて、診療科間・医療機関

間連携の課題、移行支援態勢整備の必要性、プレコ

ンセプションケアの標準化の必要性が明らかにな

った。 

本研究は、アンケ―ト調査から得られた課題抽

出から提案および実装支援に至る統合的アプロー

チにより、AYA世代リウマチ医療体制の改善に向け

た実践的基盤を提示した。 

思春期・若年成人（AYA 世代）患者におけるリウ

マチ医療体制の質向上を図るためには、医療者への

教育強化、地域連携体制の整備、ガイドライン等の

資材の普及、プレコンセプションケア体制の構築と

いった多面的な取り組みが必要不可欠である。 
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